
　  　  看護職を続けながら、修士の学位の取得が可能看護職を続けながら、修士の学位の取得が可能
　大学院設置基準 14 条には、勤務しながら大学院に在籍し修学を可能にする特例措置が謳われています。本学
の看護学研究科は、その精神に沿って、夜間や土曜日、夏期や冬期の集中講義の受講などで、看護職として働き
ながら修士の学位取得ができます。（修士論文コースのみ）

　  　  専門看護師(CNS)コースを履修し、専門看護師をめざすことが可能専門看護師(CNS)コースを履修し、専門看護師をめざすことが可能
　急性・重症患者専門看護師をめざすクリティカルケア（ICU、CCU、HCU 等）、救急看護の臨床経験を持って
いる者を対象に、２年間で 38 単位を履修する専門看護師（CNS）コースを開設いたしました。医療機関との密接
な連携のもと、専門性の高いカリキュラムが展開されます。課題研究では、クリティカルケア、救急看護、急性重
症患者看護専門看護師の役割等に関する課題について研究指導を行います。

博士前期課程の特色

Master's Program

博士前期課程

　看護学の学術理論および応用、最新の看護実践

科学を学び、各専門分野・領域における看護の課題

を科学的に探究し、看護実践能力と研究能力を培う

ことをめざすコースです。専門分野・領域を選択し２

年間で「共通科目」「専門科目」30単位以上を履修

します。特別研究では、選択した専門領域で指導を

受けて研究を実施し、修士論文を作成します。

修士論文コース
科目名称 急性看護学専攻 公衆衛生看護学専攻

共
通
科
目

看護理論 ■ ■
看護倫理 ●■ ●■
看護マネジメント論 ■ ■
看護研究方法論 ●必 ●必
保健・医療・福祉政策特論 ●■ ●■
フィジカルアセスメントⅠ ●■ ■
コンサルテーション論 ■ ■
看護教育論 ●■ ●■

専
門
科
目

基
盤

看
護
学

基礎看護学特論 ■ ■
基礎看護学演習

療
養
支
援
看
護
学

急性看護学特論 ●必 ■
急性看護学演習 ●必
慢性看護学特論 ■ ■
慢性看護学演習
がん看護学特論 ●■ ■
がん看護学演習
精神看護学特論
精神看護学演習

家
族
支
援

看
護
学

小児看護学特論 ■ ●■
小児看護学演習
母性看護学特論 ■ ■
助産看護学特論 ■ ■
助産看護学演習

生
活
支
援
看
護
学

老年看護学特論 ■ ●■
老年看護学演習
在宅看護学特論 ■ ■
在宅看護学演習
公衆衛生看護学特論 ■ ●必
公衆衛生看護学演習 ●必

特別研究（修士論文） ●必 ●必
●必：必修科目　　●：履修モデル科目　　■：履修モデル選択科目

基盤看護学分野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■ 基礎看護学領域

　看護とは何か、効果的なケアとは、良好な患者―看護師関係とは、看護学基礎教育に求められるものは何か、等、臨床等での
経験における気づき・思いを理論的・科学的に追究します。そこから明らかになった疑問・課題を研究に結び付け、研究の基礎
的能力を身につけるとともに、看護の本質を探究し続ける基盤を育成することをめざします。

専門分野・領域

□□  履修モデル
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